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   新聞 

ふりーじあ １頁 

 

第
25
回
全
国
代
表
者
書
記
長
ク
ラ
ス
合
同
会
議
が 

 
 
 

 
 

 
 

山
口
県
下
関
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

     

10
月
24
日
（
土
）
か
ら
25
日
（
日
）
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
山
口
県
下
関
市
に
お
い
て
、
各
単
組
か
ら
代

表
者
・
書
記
長
ク
ラ
ス
約
40
名
が
参
加
の
も
と
「
自

治
労
連
第
25
回
全
国
代
表
者
書
記
長
ク
ラ
ス
合
同
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

下
関
市
職
員
組
合
小
賀
進
委
員
長
の
ご
好
意
で
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
、
ご
親
族
が
経
営
さ
れ
る
遊
福
旅
館

大
広
間
と
、
近
隣
の
入
江
町
町
民
館
で
行
わ
れ
た
こ
の

会
議
で
は
、
多
く
の
自
治
体
が
来
年
４
月
か
ら
導
入
さ

れ
る
「
人
事
評
価
制
度
」
に
つ
い
て
の
学
習
会
と
、
私

た
ち
自
治
労
連
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
か
を
再
確

認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
自
治
労
連
と
は
」
の
二

つ
の
議
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

     

■
会
議
一
日
目
・
入
江
町
町
民
館
会
場 

 

《
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

澤
重
業
務
対
策
部
長 

 

人
事
評
価
制
度
は
、

平
成
26
年
３
月
の
第
１

８
６
回
国
会
に
お
い

て
、
能
力
及
び
実
績
に

基
づ
く
人
事
管
理
の
徹

底
を
図
る
た
め
の
法
律

案
「
地
方
公
務
員
法
及

び
地
方
独
立
行
政
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
衆
議
院
、
参
議

院
と
も
に
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
、
平
成
26
年

４
月
25
日
に
成
立
、
同
年
５
月
14
日
に
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
改
正
法
の
施
行
期
日
は
、
「
公
布
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
」
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
の

施
行
を
前
提
と
し
て
各
単
組
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

会
議
初
日
、
澤
重
講
師
が
人
事
評
価
制
度
の
概
要
説

明
を
行
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
各
課
題
に
沿
っ

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 「
議
題
１
」
評
価
方
法
は
絶
対
評
価
、
相
対
評
価
の
ど

ち
ら
が
良
い
か
？ 

「
議
題
２
」
公
正
、
公
平
な
評
価
制
度
に
す
る
た
め
に

は
？ 

「
議
題
３
」
昇
任
、
降
任
、
転
任
、
分
限
、
昇
給
、
勤

勉
手
当
な
ど
の
処
遇
へ
の
連
動
は
？ 

「
議
題
４
」
評
価
方
法
、
公
正
公
平
な
評
価
制
度
、
処

遇
へ
の
連
動
な
ど
の
、
交
渉
方
針
で
重
視

す
る
順
位
に
つ
い
て 

■
会
議
二
日
目
・
遊
福
旅
館
会
場 

 

《
自
治
労
連
と
は
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進
行 

関
谷
教
育
宣
伝
部
長 

 

二
日
目
の
会
議
は
、
自
治
労
連
組
織
と
し
て
の
考
え

方
や
活
動
を
再
確
認
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

６
月
の
大
会
で
新
体
制
と
な
っ
た
執
行
部
が
、
任
期

の
２
年
間
で
ど
れ
だ
け
の
活
動
が
で
き
る
か
、
ま
た
、

ど
れ
だ
け
組
合
員
や
単
組
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
考
え
た
と
き
、
執
行
部
と
し
て
の
考
え

や
行
動
が
、
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
効
率
の
良

い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

単
組
や
そ
の
代
表
者
、
書
記
長
ク
ラ
ス
の
方
々
の
意
見

を
伺
い
、
自
治
労
連
と
い
う
組
織
の
基
本
的
土
台
を
、

単
組
と
産
別
で
再
確
認
し
、
お
互
い
連
携
を
取
り
な
が

ら
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 【
代
表
者
書
記
長
ク
ラ
ス
合
同
会
議
の
記
事
は
２
頁
】 

 

平
成
27
年
度
の
自
治
労
連
全
国
ユ
ー
ス
世
代
単
組

間
交
流
会
が
、
10
月
17
日
（
土
）
長
崎
県
大
村
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
交
流
会
は
、
全
国
の
ユ
ー
ス
世
代
組
合
員
を
対

象
に
、
公
私
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
発
祥
の
地
で
知
ら
れ
る

「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村
」
の
見
学
。
ロ
イ
ヤ
ル
ス
タ
ン

ド
で
レ
ー
ス
を
予
想
し
て
舟
券
を
購
入
。
こ
の
日
行
わ

れ
た
蛭
子
能
収
杯
の
準
決
勝
進
出
戦
は
舟
券
を
購
入
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
熱
い
観
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
送
迎
バ
ス
で
「
お
お
む
ら
夢
フ
ァ
ー
ム

シ
ュ
シ
ュ
」
へ
移
動
。
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
体
験

し
、
そ
の
場
で
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
自
ら
作
っ
た

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

【
全
国
ユ
ー
ス
世
代
単
組
間
交
流
会
の
記
事
は
４
頁
】 

【
澤
重
講
師
】 

 

自
治
労
連
全
国
ユ
ー
ス
世
代
単
組
間
交
流
会
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
崎
県
大
村
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た 
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４
つ
の
班
を
Ａ
と
Ｂ
の
二
つ
に
分
け
て
会
議

を
進
め
ま
し
た
。 

 

 

□Ａ
１
・
２
班
が
議
論
す
る
課
題 

 

課
題
①
評
価
方
法
は
？ 

・
絶
対
評
価 

・
相
対
評
価 
・
そ
の
他 

 

課
題
②
公
正
公
平
な
評
価
結
果
を
す
る
た
め

に
は
？ 

例
・
評
価
者
研
修 

 

例
・
評
価
制
度
を
職
員
に
周
知
す
る
に
は 

 

 

□Ｂ
３
・
４
班
が
議
論
す
る
課
題 

 

課
題
③
処
遇
へ
の
連
動 

・
昇
任 

・
降
任 

・
転
任 

・
分
限 

・
昇
給 

・
勤
勉
手
当 

・
そ
の
他 

 

課
題
④
交
渉
の
優
先
度 

・
評
価
方
法 

・
公
正
、
公
平
な
評
価
制
度 

・
処
遇
へ
の
連
動 

・
そ
の
他 

課
題
①
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
議
論 

１
班
の
回
答
「
そ
の
他
」 

・
ど
ち
ら
と
も
言
い
難
い
。
よ
く
話
し
合
っ
て

結
論
を
出
さ
な
い
と
難
し
い
。 

２
班
の
回
答
「
絶
対
評
価
」 

・
分
布
率
の
あ
る
相
対
評
価
だ
と
、
良
い
評
価

の
職
員
も
結
果
的
に
良
い
評
価
と
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
る
。 

課
題
②
公
正
公
平
な
評
価
結
果 

１
班
の
回
答 

・
評
価
者
研
修
の
開
催 

２
班
の
回
答 

・
評
価
者
の
定
期
的
な
研
修 

・
被
評
価
者
へ
の
確
実
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

・
評
価
に
意
義
が
あ
る
場
合
の
適
切
な
対
応 

・
職
種
に
応
じ
た
評
価
項
目
の
設
定 

課
題
③
処
遇
へ
の
連
動 

３
班
の
回
答
「
基
本
的
に
は
全
部
連
動
」 

・
頑
張
っ
た
人
は
認
め
る
べ
き
。 

４
班
の
回
答
「
降
任
、
分
限
以
外
連
動
」 

・
職
員
の
生
活
を
守
る
べ
き
立
場
と
し
て
、
降

任
や
分
限
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

課
題
④
交
渉
の
優
先
度 

３
班
の
回
答
「
連
動
→
公
平
性
→
方
法
」 

・
ど
う
使
う
の
か
の
目
的
を
最
優
先
。 

４
班
の
回
答
「
公
平
性
＋
方
法
→
連
動
」 

・
ど
の
よ
う
な
評
価
方
法
か
、
ま
た
、
公
平
な

評
価
が
で
き
る
の
か
を
理
解
し
た
上
で
、
処

遇
へ
の
連
動
を
交
渉
す
る
。 

  

各
班
か
ら
の
発
表
後
、
す
で
に
評
価
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
る
玉
野
市
の
実
情
を
、
玉
野
市

役
所
職
員
組
合
の
大
前
委
員
長
か
ら
説
明
を
受

け
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
初
日
の
会
議
日
程
を

終
え
ま
し
た
。 

    

私
た
ち
自
治
労
連
と
い
う
産
別
は
、
組
合
員

と
単
組
の
集
合
体
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
意
見

に
耳
を
傾
け
、
組
織
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

大
き
く
は
な
い
組
織
で
す
が
、
自
治
労
連
の

良
さ
を
伸
ば
し
、
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
自
分

た
ち
ら
し
さ
を
作
り
上
げ
、
魅
力
あ
る
組
織
に

成
長
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
会
議
で
は
、
参
加
者
を
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
単
組
目
線
と
産
別
目
線
を
比
較

し
、
基
本
的
土
台
と
な
る
部
分
に
相
違
が
な
い

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

①
自
治
労
連
の
良
い
と
こ
ろ
を
確
認
す
る 

・
住
民
目
線 

・
優
し
い 

・
単
組
の
考
え
を
尊
重
す
る 

 

・
単
組
同
士
が
交
流
し
や
す
い 

 

・
中
央
か
ら
の
縛
り
が
な
い 

 

・
友
好
的
で
強
制
的
で
は
な
い 

・
民
主
的 

・
個
々
を
尊
重
す
る 

・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム 

・
情
報
が
早
い 

・
権
利
ば
か
り
を
主
張
し
な
い 

・
仕
事
と
の
両
立
が
で
き
て
い
る 

 

②
自
治
労
連
の
課
題 

・
組
織
拡
大 

・
未
加
入
組
織
オ
ル
グ 

・
さ
ら
な
る
情
報
共
有 

 

③
自
治
労
連
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
す
る 

・
濱
村
委
員
長 

・
住
民
目
線 

・
友
愛 

・
小
さ
い
組
織 

・
青 

・
優
し
い 

・
自
由
に
し
て
民
主
的
な
労
働
運
動 

 

④
３
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
グ
ル
ー
プ
名
を
付

け
自
治
労
連
加
盟
単
組
と
し
て
目
指
す
こ
と

と
、
望
む
未
来
像
を
発
表
す
る 

 

チ
ー
ム
「
ハ
ブ
酒
に
飲
ま
れ
て
噛
ま
れ
た
会
」 

 

組
織
拡
大
と
組
合
員
の
生
活
の
向
上
、
親
睦

等
に
努
め
る
。
ま
た
、
地
域
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
。 

 

保
障
の
充
実
、
生
き
る
豊
か
さ
、
生
活
基
盤

の
確
保
を
目
標
と
す
る
。 

 

チ
ー
ム
「
グ
レ
ー
プ
」 

 

自
治
労
連
の
活
動
を
理
解
し
た
上
で
、
組
合

活
動
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両
立
を
図
れ
る
単
組

を
目
指
し
、
組
合
員
の
笑
顔
を
作
り
出
す
こ
と

を
目
標
と
す
る
。 

 

福
利
厚
生
の
充
実
を
は
か
り
、
激
務
な
ど
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
み
ん
な
が
笑
顔
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
仕
事
を
し
て
い
く

よ
う
な
未
来
を
望
む
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

【
３
頁
へ
つ
づ
く
】 

自
治
労
連
第
25
回
全
国
代
表
者
書
記
長
ク
ラ
ス
合
同
会
議
（
下
関
市
） 

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
（
24
日
） 

自
治
労
連
と
は
（
25
日
） 

 
 □

業
務
対
策
部
総
括 

 

自
治
労
連
は
、
人
事
評
価
制
度
の
基
本
は
、

『
職
員
間
に
格
差
を
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
人
材
育
成
の
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

あ
り
、
被
評
価
者
の
能
力
や
仕
事
ぶ
り
を
評
価

し
て
本
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
の
能
力
開
発
、
人
材
育
成
に
つ
な
が

り
、
被
評
価
者
を
成
長
さ
せ
、
組
織
の
業
績
・

成
果
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
行
う
も
の
』

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
会
議
で
は
時
間
も
足
り
ず
、
明
確
な

答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
協
議
し
た
内
容
を
活
か
し
て
制
度

導
入
に
向
け
て
の
交
渉
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 
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チ
ー
ム
「
仮
称
イ
ハ
イ
ズ
ム
」 

 
自
由
に
し
て
民
主
的
な
労
働
運
動
を
実
践
し

な
が
ら
、
組
織
拡
大
を
図
り
、
若
い
組
合
員
を 

育
成
す
る
と
と
も
に
、
自
由
な
意
見
を
提
言
で

き
る
環
境
を
作
り
、
相
互
に
よ
る
助
け
合
い
、

福
利
厚
生
の
充
実
を
図
り
、
職
場
の
親
睦
を
深

め
な
が
ら
地
域
社
会
へ
貢
献
で
き
る
組
織
を
目

指
す
。 

 

⑤
「
自
治
労
連
と
は
」
を
各
グ
ル
ー
プ
で
発
表 

 

チ
ー
ム
「
ハ
ブ
酒
に
飲
ま
れ
て
噛
ま
れ
た
会
」 

「
自
治
労
連
と
は
友
愛
精
神
」 

 

自
治
労
連
は
友
愛
精
神
の
一
言
に
尽
き
る
！ 

                  

チ
ー
ム
「
グ
レ
ー
プ
」 

「
自
治
労
連
は
ブ
ド
ウ
の
ふ
さ
」 

 

葡
萄
は
房
ひ
と
つ
で
は
細
く
て
頼
り
な
が
、
周

り
に
た
く
さ
ん
の
実
が
生
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き

く
な
り
、
生
活
を
潤
し
て
く
れ
る
。 

 
 

ま
た
、
私
の
好
き
な
映
画
で
、
ワ
イ
ン
作
り
を

し
て
い
た
葡
萄
農
園
が
火
事
で
焼
け
て
し
ま
い
、

農
園
全
体
が
絶
望
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
と

き
、
た
っ
た
一
つ
残
っ
て
い
る
葡
萄
の
木
を
見
つ

け
て
、
ま
た
一
か
ら
や
り
直
す
と
い
う
物
語
の
映

画
が
あ
る
。 

 

そ
の
木
の
よ
う
に
組
合
員
が
辛
く
て
疲
れ
て
絶

望
し
て
い
る
と
き
に
、
み
ん
な
の
希
望
と
な
る
よ

う
な
組
織
で
あ
り
た
い
。 

（
長
洲
町
職
員
組
合
・
川
島
委
員
長
談
） 

                 
チ
ー
ム
「
仮
称
イ
ハ
イ
ズ
ム
」 

「
自
治
労
連 

友
愛
精
神 

ま
っ
し
ぐ
ら
」 

 

～
地
域
に
根
ざ
し
て
50
年
～ 

 

こ
れ
か
ら
も
こ
の
基
本
理
念
を
基
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！ 

  

□
濱
村
中
央
執
行
委
員
長
総
括 

  

二
日
間
に
わ
た
る
会
議
お
疲
れ
様
で
し
た
。

昨
日
の
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
導
入
済

み
の
自
治
体
、
未
導
入
の
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
自
治
労
連
組
織
と
し
て
は
、

ま
だ
未
導
入
の
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

昨
日
の
内
容
を
考
慮
し
な
が
ら
交
渉
を
進
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
情
報
が
入
り
次
第
す
ぐ

に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
日
の
内

容
に
つ
い
て
も
、
自
治
労
連
と
し
て
の
考
え
方

や
基
本
理
念
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
、
自
治
労

連
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
二
日
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

最
後
に
二
日
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
小
賀

委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
下
関
市
職
員
組
合
の

皆
様
と
遊
福
旅
館
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【チーム・ハブ酒に飲まれて噛まれた会】 

【チーム・グレープ】 

【チーム・仮称イハイズム】 

公
務
労
協
第
13
回
総
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

10
月
30
日
（
金
）
東
京
都
千
代
田
区
飯

田
橋
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン

ト
に
お
い
て
、
公
務
労
協
、
公
務
員
連
絡

会
、
地
方
公
務
員
部
会
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
自
治
労
連
か
ら
は
濱
村
委
員

長
、
湧
川
副
委
員
長
、
関
谷
副
委
員
長
、

唐
田
書
記
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、

来
賓
と
し
て
連
合
の
逢
見
事
務
局
長
（
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 
 

2016年度役員 議     長 事務局長 濱村委員長 湧川副委員長 唐田書記長 

公務員連絡会 石原富雄（国交連合） 吉澤伸夫（自治労） 副議長 幹事 企画調整委員 

地方公務員部会 永井雅師（全水道） 加藤達夫（日教組） 部会副議長 幹事 企画調整委員 

公務労協 加藤良輔（日教組） 吉澤伸夫（自治労） ー ー 運営委員 

【連合・逢見事務局長】 【左から湧川副委員長・唐田書記長・濱村委員長】 

 
 □

教
育
宣
伝
部
総
括 

  

私
た
ち
自
治
労
連
は
、
産
別
と
し
て
の
考
え
に
、
単
組
や
組
合
員
と
温
度
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
意
見
に
、
い
か
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
か
が
重
要

で
す
。
ま
た
、
権
利
ば
か
り
を
主
張
せ
ず
、
地
域
の
目
線
を
大
切
に
し
て
是
々
非
々
の
立
場
で
活

動
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
「
自
由
に
し
て
民
主
的
な
労
働
運
動
」
で
す
。 

 

今
年
度
の
会
議
は
、
今
後
、
教
育
宣
伝
活
動
を
し
て
い
く
上
で
、
単
組
と
産
別
の
考
え
に
温
度

差
が
な
い
か
を
再
確
認
し
、
私
た
ち
産
別
執
行
部
が
取
る
べ
き
行
動
を
明
確
化
す
る
目
的
で
行
い

ま
し
た
。
約
50
年
間
の
活
動
に
ブ
レ
が
無
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
、
ま
さ
に
葡
萄
の
収
穫
の
よ
う

な
、
実
の
あ
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 



ふりーじあ ４頁 

下
関
市
職
員
組
合 

第
48
回
定
期
大
会
開
催 

 

晩
秋
の
中
、
第
48
回
定
期
大
会
が
10
月
23

日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
方
々
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

下
関
と
言
え
ば
、
ふ
く
（福
）、
く
じ
ら
、
親
分

（委
員
長
）で
ご
ざ
い
ま
す
。
親
分
の
顔
を
、
見

れ
ば
。
御
利
益
が
あ
る
と
、
信
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
？
？ 

 

是
非
、
海
響
の
街 

下
関
へ
・・心
よ
り
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【下
関
市
職
員
組
合 

書
記
・中
村
洋
子
】 

      
交
流
会
集
合
場
所
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村

で
、
大
村
市
職
員
組
合
の
松
本
書
記
長
が
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
工
藤
ユ
ー
ス
部
長

の
あ
い
さ
つ
を
経
て
、
集
合
写
真
の
撮
影
を

し
た
後
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

                             

  

お
お
む
ら
夢
フ
ァ
ー
ム
シ
ュ
シ
ュ
内
に
あ

る
調
理
室
に
て
、
カ
ラ
フ
ル
な
エ
プ
ロ
ン
を

身
に
ま
と
い
、
シ
ュ
シ
ュ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

の
説
明
を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

          
  

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
は
太
く
し
す
ぎ
て
し
ま

う
と
腸
が
破
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
細
く
し
す

ぎ
る
と
食
べ
ご
た
え
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
し
ま
う
の
で
和
気
藹
々
と
し
な
が

ら
も
慎
重
に
作
業
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
詰
め
終

わ
っ
た
ら
記
念
撮
影
、
器
具
の
片
づ
け
を
行

い
、
詰
め
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
ゆ
で
て
い
る
間
、

地
元
の
農
産
物
で
作
ら
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 
 

            

完
成
し
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
シ
ュ
シ
ュ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
た
親
睦
会
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           

今
回
の
交
流
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

主
催
者
と
し
て
き
ち
ん
と
皆
さ
ん
を
お
も
て

な
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
不
安
で
す
が
、

和
気
藹
々
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
た
ち
で
企
画
、

準
備
等
を
行
う
こ
と
も
初
め
て
で
し
た
が
、

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

多
方
面
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
大
村
市
職
員
組
合
ユ
ー
ス
部
】 

 

下
関
市
で
行
わ
れ
た
全
国
代
表
者
書
記
長
ク
ラ
ス
合
同
会

議
。
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
某
親
分
と
夕
方
食
事
に
出

か
け
た
と
き
「よ
う
小
賀
！
」
と
親
分
が
地
域
の
仲
間
に
声
を
か

け
ら
れ
る
。
す
る
と
親
分
が
「
東
京
と
か
全
国
か
ら
み
ん
な
来
て

て
」
と
。
す
か
さ
ず
私
も
、
こ
ん
に
ち
は
・・・「こ
の
感
じ
、
他
の
ど
こ

か
で
も
・・・」
そ
う
、
こ
の
感
じ
こ
そ
が
地
域
に
愛
さ
れ
て
い
る
証
。 

 

５
月
に
荒
尾
市
新
職
の
大
会
に
出
席
し
た
と
き
も
。
大
会
翌

日
、
東
京
へ
の
帰
り
道
、
濱
村
委
員
長
が
「あ
ま
り
時
間
な
い
け
ど

万
田
坑
見
る
？
」私
は
万
田
坑
を
見
た
か
っ
た
の
で
現
地
に
行
っ

た
。
す
る
と
「濱
ち
ゃ
ん
今
日
ど
う
し
た
？
」と
男
性
。
「
東
京
か

ら
客
が
。
で
も
時
間
が
無
く
て
」
「ち
ょ
っ
と
だ
け
中
を
見
る
か

い
？
」
「
じ
ゃ
あ
少
し
だ
け
」中
に
入
る
と
さ
ら
に
２
～
３
人
が
「濱

ち
ゃ
ん
今
日
ど
う
し
た
？
」
「
東
京
か
ら
・・・」
と
繰
り
返
し
。 

 

こ
の
感
じ
、
数
年
前
に
八
代
市
の
商
店
街
を
八
代
市
職
の
西
濵

顧
問
と
当
時
の
委
員
長
松
永
氏
と
歩
い
て
い
た
と
き
も
・・・。
地

域
の
方
に
「彼
ら
は
い
い
奴
な
ん
だ
。
本
当
に
本
当
に
い
い
奴
な
ん

だ
」
と
何
度
も
言
わ
れ
・・・。 

 

さ
ら
に
そ
の
数
年
前
、
周
南
市
で
、
当
時
の
周
南
市
職
委
員
長

神
杉
氏
と
歩
い
て
い
た
と
き
も
・・・。
「神
杉
え
え
奴
な
ん
よ
。
本

当
に
え
え
奴
な
ん
よ
」と
職
員
ら
し
き
人
が
延
々
と
・・・。 

 

自
治
労
連
の
仲
間
が
地
域
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
た
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
幸
せ
な
瞬
間
で
し
た
。  

（教
育
宣
伝
部
長
・関
谷
） 

編
集
後
記 

地
域
に
愛
さ
れ
て 

10
月
17
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

長
崎
県
大
村
市 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村
は
、
昭
和
27
年
４
月

６
日
に
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
日
本
で

初
め
て
開
催
し
た
「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
発
祥
の

地
」
と
し
て
知
ら
れ
る
、
最
も
歴
史
あ
る
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
場
で
す
。 

年
間
約
１
８
０
日
レ
ー
ス
を
開
催
し
て
お

り
、
大
村
で
レ
ー
ス
を
開
催
し
て
い
な
い
日
は

他
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の
レ
ー
ス
の
発
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

□
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村 

□
夢
フ
ァ
ー
ム
シ
ュ
シ
ュ 
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